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築上町のルーツをさぐる

築城郡宰延塚卯右衛門
天保七年十二月二日の書置

　小倉藩では、享保17年（1732）の虫害による飢饉や文政11年（1828）
の大暴風雨による凶作で年貢米納入が滞り、生活維持と復興のため年貢猶予
の勘合米を貸し付け、築城郡ではその返済をしてきました。天保７年（1836）
も天候不順により麦の不作や、小倉の米価高騰騒動などがあり凶作が続いた
ようですが、詳細な記録はありません。築城郡は年貢減免を要求したが受け
入れられず、筋奉行の延塚卯右衛門は困窮した農民の根付料の返済を独断で
免除し、農民を救済し、その責任を取って役宅で切腹しました。この時奉行
の遺徳に三歳の童子まで感謝の意を示したといわれています。
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私
た
ち
の
遠
い
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先
が
長
い
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月
を
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け
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り
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え
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築
上
町
に
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物

が
１
件
、
国
指
定
の
史
跡
が
２
件
、
県

指
定
の
文
化
財
が
９
件
、
町
指
定
の
文

化
財
が
29
件
あ
り
ま
す
。
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
文
化
財
は
歴
史

を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
と
と
も
に
、

一
度
失
え
ば
二
度
と
よ
み
が
え
る
こ
と

は
な
い
貴
重
な
遺
産
で
す
。
こ
の
文
化

財
を
大
切
に
守
り
、
後
世
へ
受
け
継
い

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
代
表
的
な
文
化
財
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

船迫窯跡（国史跡）
　約 1300 年前の古墳時代から焼き物を作り始め、奈良時代
には豊前国分寺（みやこ町）の屋根瓦を作るため巨大工房と
窯が一体となった貴重な遺跡です。今は、史跡公園として整
備され、巨大な工房建物や窯跡の実物を見ることができます。
体験学習館には巨大な甕や迫力のある鬼瓦などが展示され、
古代の職人たちの知恵と技を体験することができます。

指定名称 種　　目 指定名称 種　　目
本庄のクス 国指定 天然記念物 高塚楽 町指定 無形民俗文化財
船迫窯跡 国指定 史　跡 小原神楽 町指定 無形民俗文化財
求菩提山 国指定 史　跡 岩丸神楽 町指定 無形民俗文化財
旧蔵内家住宅 県指定 有形文化財 龍神の石畳及び記念碑 町指定 史　跡
小倉縣烙印 県指定 有形文化財 芭蕉塚 町指定 史　跡
紙本著色怒天神像 県指定 有形文化財 大楠神社のサカキ 町指定 天然記念物
西山宗因筆連歌懐紙 県指定 有形文化財 岩戸見神社のイチイガシ 町指定 天然記念物
小笠原家奉納和歌集
及び連歌懐紙 県指定 有形文化財 芭蕉塚のヤマザクラ 町指定 天然記念物

円座餅搗き行事 県指定 無形民俗文化財 櫟原のケンポナシ 町指定 天然記念物
赤幡神楽 県指定 無形民俗文化財 広幡城址 その他（未指定） 史　跡
寒田神楽 県指定 無形民俗文化財 宇留津城址 その他（未指定） 史　跡
小原不動窟の大ソテツ 県指定 天然記念物 赤幡城址 その他（未指定） 史　跡
本庄の雪穴 町指定 建造物 釜倉城址 その他（未指定） 史　跡
三足蟇香炉 町指定 工芸品 堂山城址 その他（未指定） 史　跡
日奈古瑞光寺の無縫塔 町指定 工芸品 小川内城址 その他（未指定） 史　跡
木造文殊菩薩騎獅像 町指定 工芸品 小山田城址 その他（未指定） 史　跡
双子池記念碑 町指定 彫　刻 大平城址 その他（未指定） 史　跡
大楠宮小楠宮社記 町指定 歴史資料 城井ノ上城址 その他（未指定） 史　跡
宇都宮鎮房奉納額 町指定 歴史資料 宇都宮氏館跡 その他（未指定） 史　跡
城井谷絵図 町指定 歴史資料 山本横穴墓 その他（未指定） 史　跡
香春藩諭文高札 町指定 歴史資料 宇留津川角遺跡 その他（未指定） 史　跡
城井軍記実録 町指定 書　跡 小原岩陰遺跡 その他（未指定） 史　跡
築城郡宰延塚卯右衛門
天保七年十二月二日の書置 町指定 書　跡 綱敷天満宮 その他（未指定） 史　跡

杣始之儀絵図 町指定 無形民俗文化財 妙見宮葛城神社 その他（未指定） 史　跡
女鹿谷観音堂略図 町指定 無形民俗文化財 金富神社 その他（未指定） 史　跡
宇佐宮杣始御昼休掛札 町指定 無形民俗文化財 紫雲山西福寺 その他（未指定） 史　跡
つなぎ馬の絵馬 町指定 無形民俗文化財 日奈古の文殊菩薩 その他（未指定） 史　跡
岩戸楽 町指定 無形民俗文化財 真如寺薬師堂 その他（未指定） 史　跡
岩戸神楽 町指定 無形民俗文化財 弘法大師堂 その他（未指定） 史　跡
櫟原神楽 町指定 無形民俗文化財 法蓮寺の薬師如来 その他（未指定） 史　跡
安武楽 町指定 無形民俗文化財 法然寺 その他（未指定） 史　跡
高塚楽 町指定 無形民俗文化財 女鹿谷観音堂 その他（未指定） 史　跡
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本庄の大楠
（国指定天然記念物）

旧蔵内家住宅
　旧蔵内家住宅は、筑豊地域で多くの炭鉱を経営した
炭鉱経営者、蔵内次郎作と保房親子の住宅で、出身地
である上深野に建てられました。
　変化に富む大胆な屋根構成、18 畳続間の大広間や 12
畳の玄関間など形態上・意匠上、他の炭鉱主の住宅には
見られない優れたところが随所に見られ、近代和風建築
の住宅として極めて重要と言えます。平成 20 年 3 月
31 日、県指定有形文化財に指定されました。

　大正 11 年３月８日、国の天然記念
物に指定。
　大楠神社所蔵の元禄 12 年（1699）
の『大楠宮小楠宮社記』（町指定文化
財）によれば、景行天皇が九州平定
のため京都郡御所ヶ谷に仮宮を造営す
る際に、南に三里の地に楠を一本植え
たと伝えられます。この記述から樹齢
1900 年と言われるが定かではありま
せん。古くは木芯部の空洞を石で塞い
でいましたが、明治 34 年この中で火
災が発生し、主幹部を焼き尽くしまし
た。奇跡的に第一枝が生き返り、今の
姿に成長しました。夏には花火大会、
秋にはクラシックコンサートが開かれ
ます。大楠の葉を懐に入れれば、諸災
を免れ長寿を得ると言われています。

日奈古瑞光寺の無縫塔下日奈古公民館の無縫塔
　公民館の庭に重制無縫塔があり、
この塔は近くの瑞光寺にあったもの
と伝えられます。
　塔身とこれを受ける蓮華座（現在
は上下逆に組み立てられています）
は安山岩製で、全体から見ると不釣
合いに感じられます。中台から下は
凝灰岩製であることから、上部とは
別のものが組み合わせれていること
が分かります。中台・竿・基礎の平
面形は八角形、中台下部の蓮華座や
基礎上部の反花は生硬さがあるので、
瑞光寺跡の塔を見た地方工人の作と
思われます。

　水光寺という小字があるので、こ
の範囲が寺域であったことが想像さ
れます。ここに二基の無縫塔が残さ
れ、うち一基が優秀作であり、高位
と思われる僧侶の墓塔であることか
ら、由緒ある禅寺であったことがう
かがえます。
　細見すると、洗練された彫技には目
を見張るばかりで、豊前地域における
無縫塔で比肩するものはなく、白眉の
存在と言えます。細工は精緻を極め、
全体のバランスは見飽きません。

西山宗因筆連歌懐紙
　俳諧史に名高い談林派の祖、西山宗因（1605 ～
1682）が、豊前小倉に西下した際に納めました。

（１） 賦初何連歌百韻　一冊
　�　延宝２年（1674）正月、西山宗因 70 歳の時に綱敷天満

宮に参詣し奉納した法楽連歌です。
　�　西山宗因は俳諧史に名高い談林派の祖で、肥後八代城主

加藤正方に仕えていました。加藤氏の改易後、大阪に出て、
大阪天満宮連歌宗匠という栄誉ある職につき、豊前小倉に
西下し、小笠原忠真公の崇敬厚かった浜宮に特別尊信の念
を持って参詣奉納し、将来の文運を祈りました。

（２） 浜宮千句　一冊
　�　小倉初代藩主小笠原忠真公の継室、二代忠雄公の生母

永貞院が二人の子の将来の繁栄を祈願し、宗因に浜宮に
この連歌千句を奉納させたものです。宗因は、延宝６年

（1678）正月 21 日から 25 日までの５日間、小笠原門葉の
発展を祈り、老いの情熱を傾け、この法楽連歌独吟千句を
完成して奉納しました。菅原道真公祭神の綱敷天満宮は、

「浜宮」ともいい、この千句を「浜宮千句」というのもそ
のためです。

小原不動窟の大ソテツ
　ソテツは縄文時代の遺跡である小原岩陰遺跡の前に
あり、岩陰が小原不動窟と通称されているので、この
名称で呼ばれるようになりました。小原岩陰遺跡は全
長（開口）82 ｍ、高さ 12 ｍ、奥行６ｍ、窟内中央に
不動明王を祀る不動堂があります。
　株の高さは１ｍほどのものから、６ｍを超えるも
のまで 12 本が株立状に繁茂しています。ソテツは他
の樹木に比べて極めて生育が遅いと言われ、１ｍ成長
するのに 30 年近く年数がかかることから、推定樹齢
200 年と言われています。

紙本着色怒天神像
　天神信仰の発端は、菅原道真が右
大臣の地位から大宰権帥に降格され、
大宰府に配流の身となって憤死とい
う筋書きが、時代の不安感と呼応し
て神格化される道筋をたどりました。
現在見ることのできる天神像すなわ
ち菅原道真の画像は、鎌倉時代以降
の作品で、単独の天神像は南北朝時
代以降と考えられます。数多く描か
れるのは室町時代に入ってからです。
　綱敷天満宮のこの画像は束帯姿で
敷縄の円座に座り、その容貌は目を
むいた「怒り天神」の相貌です。同
画像に酒を供えると菅公の顔面が紅
潮を呈するという「神酒天神」と呼
ばれるなど、地域の人々の崇敬を受
けてきた天神像です。

※無縫塔とは、主に僧侶の墓塔として使われる石塔（仏塔）のことです。
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大楠宮小楠宮社記

双子池記念碑

　宇佐宮主神司から小楠宮々柱幾蔵
に宛てた書状で、国指定天然記念物

「本庄の大楠」に関わる大楠神社、
小楠神社の由来が書かれています。

　築城、弓ノ師地区の灌漑用溜池築造の
記念碑です。寸法は全高 306 センチメー
トル。当地域は城井川、音無川の下流で
あり、日照りが続くと干ばつになりやす
いという特徴を持っています。慶長 10
年（1605）、延宝９年（1681）、元禄４
年（1691）では干ばつによる大凶作で
多くの餓死者が出ました（豊前地方誌）。
このため灌漑用水確保の溜池として双子
池が築造されたものと思われます。
　双子池は元禄５年（1692）に築造さ
れ（記念碑が建てられ）すでに 302 年経
過しており、旧築城町の記念銘のある石
造物の中で最も古いものです。また保存
状態もよく、文字彫刻はすぐれたもので、
当時の石工技術の高さがうかがえます。

木造文殊菩薩騎獅像
　正光寺の本尊文殊菩薩は坐像で、唐獅
子の上の蓮台に鎮座しています。白毫、
玉眼、宝冠と船形光背を有しています。
右手に利剣、左手に経巻を持っています。
建久の頃（1190 年代）、宇都宮信房が
岩戸見大明神と同時に文殊菩薩を下野国
から勧請して、築城郡伝法寺に建立し、
ここに安置しました。
　関東（下野国）の宗家は代々「二荒大
明神」と「文殊菩薩」を信奉していまし
た。宇都宮信房は族党を従え、信奉する
二荒大明神と文殊菩薩をいただいて豊前
に入府。氏神、氏寺の造営によって民衆
をまとめ、政治の基盤を築いたと言われ
ています。

宇都宮鎮房奉納額
　天正 11 年（1583）、領内に疫病が
蔓延したため宇都宮鎮房が広峰神社

（牛頭天王）に疫病退徐の祈願をした
ところ、治まりました。この祈願成
就の記念に広峰神社に奉納した額で
す。樟材に陰刻され、文字の部分に
白い顔料が塗られています。

城井軍記実録
　城井宇都宮氏の由緒と豊臣秀吉の島
津征討から九州御国分にいたる十八代
城井鎮房の動向、そして豊前国人一揆
の結末を、家臣である渡辺右京亮義春
が承応３年（1654）に書き記したも
のです。他にも軍記として、明暦４年

（1658）に松田小吉の甥の池永教明が
書いた『城井闘争記』があります。江
戸時代には宇都宮氏と黒田氏の軍記が
多く書かれました。

城井谷絵図
　元禄７年（1694）、黒田藩の儒学
者貝原益軒が豊前・豊後地方を調査
したときの見聞録「豊国紀行」の絵
図で、文政７年（1824）に書写し
たものです。城井谷の宇都宮氏の史
跡を主に描いています。

香春藩諭文高札
　小笠原藩が田川郡香春に藩庁を置き、藩名を「香
春藩」に改めた頃の高札です。公布されたとき
は、「郡政局」名でしたが、明治２年 10 月１日に、
郡政局が「民政局」と改名したのを受けて書き換
えています。高札による法令などの公布方式は明
治６年に廃止されるまで続きました。本高札はそ
の後半期のものであり、このことは「雛形の通村々
にて相認め…」という指示からも明らかです。幕
府や藩の権威を象徴する高札には当初触れること
も、まして書き換えることも決して許されなかっ
たのに、本高札は雛形の高札をもとに村々にて高
札を掲示するよう指示されたからです。
　このような高札は、幕末から明治初頭にかけて
の歴史的背景を知るうえで大変貴重なものです。

小笠原家奉納和歌集及び連歌懐紙
（１） 浜宮聖廟法楽詠五十首和歌　１巻
　�　小笠原忠雄の弟長高が元禄２年（1689）11

月 25 日に、自筆本を浜宮（綱敷天満宮）に奉
納したもの。長高 38 歳の時の作。

（２） 夢想之連歌百韻　１冊
　�　元禄３年（1690）正月 25 日に催された小

笠原一門の法楽連歌百韻です。夢想之連歌は神
仏信仰に基づくもので、浜宮に奉納され、同社
宮総代の句も加えられています。同社と小笠原
氏の関係を徴する資料であると考えられていま
す。二代小倉藩主忠雄、母永貞院、祖母福姫以
下 11 人が連なっています。

（３） 聖廟之法楽百韻　１冊
　�　正徳３年（1713）３月７日に催された漢和

聯句百韻です。小笠原一門の忠遥・永常・永相・
正長が漢句 50 韻、長順・正安・元節・仍民・
久継が和句 50 韻を詠んでいます。聯句資料と
しても貴重な奉納品です。

寒田神楽

赤幡神楽
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史
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。

　

会
の
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な
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町
内
外
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地
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修
、
外

部
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師
に
よ
る
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演
会
、
町
民
大
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「
郷
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史
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化
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た
、
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文
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財
に
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板
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置
も
行
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て
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ま
す
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こ
れ
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動
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、
史
跡
、
仏
像
、
民

話
な
ど
を
網
羅
し
た
「
椎
田
町
史
蹟
散
歩
」
の

刊
行
。
ま
た
、
平
成
５
年
に
会
員
の
研
究
成
果

や
意
見
発
表
の
場
と
し
て
創
刊
し
た
、会
誌「
郷

土
誌
し
い
だ
」
は
、
今
日
ま
で
一
度
も
欠
か
す

こ
と
な
く
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
21
年
度
か
ら
の
「
築
城
ふ
る
さ
と
文

化
研
究
会
」
と
の
合
併
に
、
大
き
な
飛
躍
を
期

待
し
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
多
く
の
方
々
の
ご
親
交
を
い
た
だ
き
、
郷

土
の
文
化
振
興
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽

力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

築
城
ふ
る
さ
と
文
化
研
究
会

会
長　

奥
畑
征
治
さ
ん

　

昭
和
59
年
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
探
求
し
、
文

化
財
の
保
護
や
郷
土
愛
を
培
お
う
と
築
城
ふ
る
さ

と
文
化
研
究
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
歴
史
や
文
化

財
の
勉
強
・
研
究
は
、
と
て
も
地
道
な
作
業
で
す

が
、
地
域
に
住
む
人
の
話
を
聞
き
、
実
際
に
現
地

に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
書
物
か
ら
は
得
ら
れ
な
い

た
く
さ
ん
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
自
分
の
住
む
築
上
町
の
歴
史
や

成
り
立
ち
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
日
々
学

習
意
欲
を
掻
き
立
て
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
町
内
外
で
の
現
地
研

修
、
専
門
家
を
招
い
て
の
講
演
会
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
書
物
か
ら
の
知
識
と
実
際
に
見
聞
き

し
た
こ
と
、
現
地
で
得
ら
れ
る
経
験
が
歴
史
や

文
化
財
研
究
の
魅
力
や
醍
醐
味
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
や
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
機
関
誌
で
あ
る
「
郷
土
誌
つ

い
き
」を
発
刊
し
、現
在
37
号
を
数
え
ま
す
。巨
樹
・

巨
木
や
石
造
物
な
ど
、
内
容
は
様
々
な
分
野
に

及
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、「
築
城
の
石
造
物
」
と

い
う
最
新
号
を
発
刊
し
ま
し
た
の
で
、
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
椎
田
文
化
財
研
究
協
議
会
と
合
併

し
、
さ
ら
な
る
築
上
町
の
歴
史
研
究
・
文
化
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、私
た
ち
の
活
動
が
、多
く
の
方
々

の
文
化
財
の
保
存
・
郷
土
愛
を
育
む
一
助
と
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
※
お
話
は
会
長
さ
ん
を
始

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
み
な
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
守
り
、
受
け
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
文
化
財
。
築
上
町
で
は
、
文
化
財
の
保
護
、
郷
土
の

歴
史
研
究
活
動
な
ど
を
行
う
二
つ
の
団
体
（
椎
田
文
化
財
研
究
協
議
会
、
築
城
ふ
る
さ
と
文
化
研
究
会
）
が
あ
り
、
私
た
ち
が

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
、
貴
重
な
文
化
財
や
歴
史
に
つ
い
て
、
日
々
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
目
指
す

べ
き
方
向
に
つ
い
て
代
表
の
み
な
さ
ん
に
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
け
継
い
で
い
く
文
化
遺
産

遠藤さん 畦津さん 西田さん 白川さん 奥畑さん 椎野さん 増田さん 青山さん
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町長だより町民の皆さまのご協力をお願いします

　

菊
花
香
る
時
季
と
な
り
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
さ
て
10
月
13
日
か
ら
福
岡
県

治
山
林
道
協
会
豊
築
支
部
の
会
員
６

人
で
福
島
県
塙
（
は
な
わ
）
町
の
協

和
木
材
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
森
林

の
利
用
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
同
社
は
設
備
20
億
円
の
投
資
と

製
材
さ
れ
た
柱
材
等
の
貯
木
量
は
推

定
数
億
円
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
山
林
の
持
ち
主
か
ら

材
木
を
買
い
、
自
社
で
伐
採
し
、
一

定
の
原
木
の
確
保
を
し
、
い
つ
で
も

需
要
に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
ま
た

オ
ガ
屑
を
燃
料
に
ボ
イ
ラ
ー
を
焚

き
、
製
材
後
の
材
木
の
高
温
蒸
気
乾

燥
を
し
て
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
は
群
馬
県
藤
岡
市
の
素
材
生

産
流
通
協
同
組
合
を
訪
問
し
、
こ
の

組
合
の
特
徴
は
無
借
金
、
補
助
金
は

貰
わ
な
い
、
全
て
現
金
決
済
の
運
営

を
し
て
い
る
点
だ
そ
う
で
す
。
こ
こ

で
は
原
木
の
大
き
さ
の
仕
分
け
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
的
に
行
い
、
原

木
の
ラ
イ
ン
に
乗
せ
分
別
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

16
日
に
は
浜
松
町
の
メ
ル
パ
ル
ク

ホ
ー
ル
の
全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
参

加
し
、
水
産
業
の
振
興
と
海
岸
事
業

の
推
進
等
を
決
議
し
、
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
会
場
か
ら
歩
い
て

東
京
タ
ワ
ー
の
横
を
通
り
10
分
位
の

と
こ
ろ
に
あ
る
モ
ル
デ
ィ
ブ
大
使
館

に
向
か
い
、
大
使
と
そ
の
ご
家
族
を

表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
広
報
８

月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
７

月
に
モ
ル
デ
ィ
ブ
大
使
と
そ
の
家
族

が
本
町
を
訪
問
し
た
際
、
東
京
に
行

っ
た
と
き
は
大
使
館
に
遊
び
に
行
く

約
束
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今

回
訪
問
し
た
わ
け
で
す
。
訪
問
時
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
紹
介
の
テ
レ

ビ
取
材
が
行
わ
れ
て
お
り
、
近
く
放

町
長
室
だ
よ
り

　

築
上
町
長

　
　
　
　

新　

川　

久　

三

送
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
翌
日
は
大

使
の
誘
い
で
夕
食
を
ご
一
緒
し
、
再

会
を
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
防
衛
大
臣
の
招
待
で
茨

城
県
の
百
里
基
地
で
行
わ
れ
た
自
衛

隊
の
観
閲
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
麻

生
総
理
大
臣
が
総
司
令
官
と
し
て
観

閲
し
、
９
０
０
０
人
に
及
ぶ
招
待
者

の
中
、
わ
れ
わ
れ
市
町
村
長
は
来
賓

と
し
て
特
別
招
待
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

観
閲
式
は
荘
厳
な
雰
囲
気
の
下
、

航
空
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
、
陸
上

自
衛
隊
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
築
城
基
地
か
ら
は
Ｆ
２
ジ
ェ
ッ

ト
戦
闘
機
の
展
示
飛
行
の
参
加
が
あ

り
、
ま
た
、
式
は
前
築
城
基
地
司
令

の
永
田
空
将
、
片
岡
空
将
の
指
揮
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
感
動

し
た
観
閲
式
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
気
候
も
向
寒
の
候
に

な
り
、
霜
月
と
い
う
よ
う
に
霜
が
降

り
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
風
邪
等
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
で
、

安
武
区
が
楽
打
ち
用
具
一
式
を
整
備

　

安
武
地
区
の
５
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
る
安
武
区
で
は
、

春
祭
り
の
神
輿
や
楽
打
ち
が
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
、
舞
や
お
は

や
し
な
ど
の
後
継
者
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
る

助
成
金
を
受
け
て
、
楽
打
ち
用
具
一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
さ
れ
た
備
品
を
活
用
し
て
、
今
後
も
安
武
楽
を
後

世
に
伝
え
、
祭
り
を
通
し
て
地
域
全
体
が
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
活
動
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※�

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
事
業
の
収
入
を

財
源
に
、
地
域
の
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し

て
資
金
が
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
振
興
課　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
３
）太　

鼓

半　

被
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町長だより町民の皆さまのご協力をお願いします

ご
み
問
題　―

　

町
の
ご
み
の
現
状　―

　

今
、ご
み
問
題
は
深
刻
で
す
。

ごみ袋
No. ５

生
ご
み
の
処
理
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
環
境
課　

環
境
係
（
内
線
１
４
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
処
理
状
況
を
見
学

さ
れ
た
い
方
も
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私の生ごみ減量法 先月号に続き
実際に生ごみの減量に取り組んで
いるお二人を紹介します。No. ２

最近、町道で不法投棄されたごみが見つかりました。ごみの不法投棄は法律で禁じられています。
不法投棄を行った者は廃棄物処理法によって罰せられます。
※�廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）
（投棄禁止）
第１６条　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。
第２５条　�次の各号のいずれかに該当する者は、５年以下の懲役もしくは 1,000万円以下の罰金

に処し、又はこれを併科する。
　　　　　１４　第１６条の規定に反して廃棄物を捨てた者
　２　前項第１２号、第１４号及び第１５号の罪の未遂は罰する。

 不法投棄はやめましょう！

■
い
い
こ
と
ず
く
め
の
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
～
内
藤
慶
子
さ
ん
（
船
迫
）

　

私
は
、
旧
犀
川
町
（
現
み
や
こ
町
）
に
勤
務
し
て
い
た

頃
か
ら
、
生
ご
み
の
減
量
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

13
年
前
、
偶
然
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
利
用
し
た
ご
み
処
理
の
講

演
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
で
も
す
ぐ
に
実
践
し
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
実
践
後
、
生
ご
み
に
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
加
え
て
作
っ
た
肥
料
の
効
果
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

で
き
た
野
菜
は
と
て
も
大
き
く
て
お
い
し
い
う
え
、
農
薬

も
使
用
し
て
い
な
い
た
め
、
い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。
現
在
は
、
雑
肥
と
自
家
製
の

ぼ
か
し
だ
け
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
全
て
が
伝
え
ら
れ
な
い

の
が
残
念
で
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
目
と
舌
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
く
に
住
む
高
齢
者
の
方
で
、
ご
み
収
集
日
に
重
い
袋
を
必
死
に
か
か
え
て
い
る

光
景
を
見
る
た
び
に
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
こ

と
を
知
ら
な
い
方
が
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
費
が
少
し
で
も
減
り
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
量
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
機
で
生
ご
み
減
量
～
木
戸
時
子
さ
ん
（
水
原
）

　

日
頃
か
ら
ど
う
に
か
し
て
生
ご
み
を
減
ら
せ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
電
気
店
で
生
ご
み
処
理
機

を
目
に
し
、
購
入
し
ま
し
た
。
以
前
で
あ
れ
ば
、
見
過
ご

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
ご
み
問
題
が
深
刻
で
、

町
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場

で
買
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

生
ご
み
処
理
機
は
、
生
ご
み
が
深
夜
寝
て
い
る
間
に
乾

燥
し
ま
す
。
市
販
の
肥
料
を
適
度
に
配
合
す
れ
ば
、家
庭
菜
園
の
た
い
肥
に
も
な
り
、

と
て
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。
で
き
た
野
菜
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
、
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
続
け
て
い
け
ば
、
か
な
り
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
多
す
ぎ
る
か
ら
、
時
間
が
か
か
る
か
ら

と
諦
め
ず
、
お
互
い
が
努
力
し
、
住
み
や
す
い
美
し
い
町
を
未
来
に
残
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

先
月
か
ら
無
線
放
送
で
住
民
の
皆
さ
ま
に
び
ん
の
栓
は
必
ず
は
ず
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

栓
が
あ
れ
ば
ゴ
ミ
で
す
が
、
分
別
す
れ
ば
資
源
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

体
験
学
習
講
座

●
裂
織

　

�

11
月
11
日（
火
）・
14
日（
金
）・

18
日
（
火
）・
19
日
（
水
）

　

10
：
00
～
16
：
00

●
紙
ひ
も
の
か
ご
づ
く
り

　

11
月
21
日
（
金
）

　

９
：
30
～
16
：
00

●
廃
油
石
け
ん
づ
く
り

　

11
月
21
日
（
金
）

　

９
：
30
～
13
：
00

●
一
関
張
り

　

11
月
21
日
（
金
）

　

９
：
30
～
13
：
00

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

11
月
21
日
（
金
）

　

９
：
30
～
13
：
00

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り

　

11
月
22
日
（
土
）

　

10
：
00
～
12
：
00

●
紙
す
き

　

11
月
30
日
（
日
）

　

13
：
00
～
15
：
30

募
集
人
員　

各
10
人

※�

申
込
は
開
催
日
の
５
日
前
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

�　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
（
５
６
）
０
０
１
６

　

環
境
課　

環
境
係

　
（
内
線
１
４
１
）

おね
がい

!!

５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金



町
内
外
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
築
上
町
役
場　

☎（
５
６
）０
３
０
０　

●
築
上
町
築
城
支
所　

☎（
５
２
）０
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号
は
、
ど
ち
ら
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
、
全
課
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
は
じ
め
に
必
ず
課
名
ま
た
は
簡
単
な
用
件
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
番
号
で
取
り
次
ぎ
の
場
合
、
支
所
ま
た
は
本
庁
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

町
の
発
展
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た

お
年
寄
り
に
感
謝
し
、
老
人
福
祉
の
推
進
に

寄
与
す
る
た
め
「
敬
老
年
金
」
を
11
月
に
支

給
し
ま
す
。

★�

対
象
者
…
築
上
町
に
引
き
続
き
２
年
以
上

在
住
し
て
い
る
満
80
歳
以
上
の
方
で
、
申

請
し
て
裁
定
さ
れ
た
方
（
新
規
対
象
者
に

は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
）

★
支
給
日
…
11
月
12
日
（
水
）
～
19
日
（
水
）

★�

持
参
す
る
も
の
…
登
録
し
た
印
鑑
・
敬
老

年
金
証
書
（
黄
色
）

※�

新
規
対
象
者
は
裁
定
通
知
書
、
登
録
す
る

印
鑑

○�

椎
田
地
区
の
方
は
、
地
区
を
指
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
内
に
指
定
の
会
場
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
指
定
の
時
間
に
来

ら
れ
な
い
方
は
、
11
月
20
日
（
木
）
以
降

に
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○�

築
城
地
区
の
方
は
、
地
区
を
指
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
時
間
内
に
最
寄
り
の
会
場

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
時
間
内
に
来

ら
れ
な
い
方
は
、
11
月
20
日
（
木
）
～
12

月
12
日
（
金
）
ま
で
は
、
築
城
支
所
の
総

合
管
理
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

12
月
15
日
以
降
に
来
ら
れ
た
方
は
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

敬
老
年
金
証
書
・
登
録
印
・
口
座
（
郵

便
局
以
外
の
も
の
）
の
分
か
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　敬老年金の支給

敬老年金地区別時間割表（11月 12 日～ 11 月 19 日）
11 月 12 日（水曜日） 　11月 17 日（月曜日）

地区名 時　間 場  所
宇留津 9:10 ～ 9:45 公民館
今　津 9:55 ～ 10:20 公民館
西八田 10:30 ～ 11:00 公民館
東八田 11:10 ～ 11:30 公民館
越　路 13:30 ～ 13:45 公民館
水　原 13:55 ～ 14:15 公民館
奈　古 14:25 ～ 14:40 集落センター
下岩丸 14:55 ～ 15:10 公民館
上岩丸 15:20 ～ 15:30 公民館

　11月 13 日（木曜日）　

11月 18 日（火曜日）

地区名 時　間 場  所
新　開 9:10 ～ 9:20 集会所
椎田東

9:30 ～ 10:45 延塚記念館椎田中
椎田西
臼　田 10:55 ～ 11:10 集落センター
正毛田 11:20 ～ 11:30 集会所
坂　本 13:30 ～ 13:50 公民館

下日奈古 14:00 ～ 14:10 公民館
上日奈古 14:15 ～ 14:25 公民館
極楽寺 14:35 ～ 14:45 公民館
真如寺 14:55 ～ 15:05 公民館
小　原 15:15 ～ 15:30 公民館
椎田南 15:40 ～ 16:00 公民館

地区名 時　間 場  所
西高塚 9:10 ～ 9:40 公民館
東高塚 9:50 ～ 10:20 公民館
湊　南

10:30 ～ 11:30 湊公民館湊　北
鬼  塚

上ノ河内 13:45 ～ 13:55 公民館
山　添 14:05 ～ 14:15 公民館
有　安 14:25 ～ 14:40 集落センター
福　間 14:50 ～ 15:00 公民館
石　堂 15:10 ～ 15:20 公民館
上り松 15:30 ～ 15:40 公民館

場　　所 時　間
上 寒 田 集 会 所 9:20 ～ 9:35

寒田生活改善センター 9:45 ～ 10:05
櫟 原 集 会 所 10:15 ～ 10:25

上 城 井 公 民 館 10:35 ～ 10:50
下本庄集落センター 11:00 ～ 11:10

伝 法 寺 集 会 所 11:20 ～ 11:40
松丸生活改善センター 13:30 ～ 13:45

上 深 野 集 会 所 13:55 ～ 14:10
下 深 野 集 会 所 14:20 ～ 14:35
袈 裟 丸 集 会 所 14:45 ～ 14:55
下 城 井 公 民 館 15:05 ～ 15:20

赤幡学習等供用施設 15:30 ～ 15:45
南別府学習等供用施設 15:55 ～ 16:05

場　　所　 時　間
小山田青果物集荷所 9:20 ～ 9:35

葉 山 さ ん 宅 前 9:45 ～ 9:55
広末学習等供用施設 10:10 ～ 10:25
安武学習等供用施設 10:40 ～ 10:55
下の原教育集会所 11:00 ～ 11:10
比久尼原集会所 11:15 ～ 11:25

船迫学習等供用施設 13:30 ～ 13:45
弓の師学習等供用施設 13:55 ～ 14:05
上別府学習等供用施設 14:20 ～ 14:40
下別府学習等供用施設 14:50 ～ 15:10
築城学習等供用施設 15:20 ～ 15:40

場　　所　 時　間
　築城公民館 9:10 ～ 10:10

11 月 14 日（金曜日）

11月 19 日（水曜日）

8

※�敬老年金証書と登録した印鑑を必ずお持ちください。
※�敬老年金証書がないと敬老年金は受給できません。
　問い合わせ
　　福祉課　高齢者福祉係（内線 252）



9

－町内外からのお知らせ－

募集団地
　●宇留津団地 415 号（平屋）　
　●西高塚第２団地 17号（平屋）
　●�正毛田第２団地 412 号（平屋）
　●峯原第２団地 303 号（３階）
　●安武孫目団地 104 号（１階）
　●一丁畑団地 14- Ａ 102 号（１階）
　※�１世帯１住宅のみ申し込み可能。応募者多数の場合

は抽選。
　※�家賃は収入等によって異なります。また、家賃の他、

共益費が必要な住宅があります。
入居資格
　●収入基準
　　一般世帯：月額 20万円以下
　　�裁量階層世帯：26 万８千円以下（障害者及び高齢

者世帯）
　●�町内に３ヵ月以上居住、又は６ヵ月以上在職してい

る方
　●�単身入居の場合は、満 60歳以上の方
　※�但し、平成 18 年３月 31 日までに満 50 歳以上で

ある方については裁量階層として扱います
　●持ち家がない方
　●町税等を滞納していない方
　※�納期到来分が未納になっている場合は申し込みでき

ません。
　●�現に住宅に困窮していることが明らかな方
　●�現在、県営又は町営住宅に入居していない方
　●�入居予定者に決定後 10日以内に請書（入居決定に

伴う書類を添付）の提出及び敷金（家賃月額の３ヵ
月分と同額）の納入ができる方

　●�入居者及びその同居者が暴力団員ではない方
　※�いかなる場合でも以上の入居資格全てを満たしてい

ない場合は申し込みできません。
必要書類
　●�町営住宅入居申込書（建設課に備え付け）
　●�住民票（入居希望者全員の記載があり、かつ続柄が

記載されているもの）
　●�平成 20 年度（平成 19 年分）所得証明書（入居希

望世帯で収入のある方全員分）
　※源泉徴収票不可
　●�滞納がない証明書（納期到来分まで）
　●�町内に３ヵ月以上居住していないが、町内に６ヵ月

以上在職している場合はそれを証明する書類（会社
からの在職証明等）

　●�入居者及びその同居者が暴力団員ではない確約書
申込期間
　11月 10日（月）～ 14日（金）
　８：30～ 17：00
※�申し込みをされる方の中には、別に書類等を提出して
いただく場合もありますので、申し込みを希望される
方は、なるべくお早めに手続きを行うようにしてくだ
さい。
問い合わせ
　建設課　管理係（内線３８２）

町営住宅入居者募集 とっておきの旧町めぐり
地域のお宝再発見！

11 月 13日（木）旧築城町編
9:30 発　築上町役場椎田本所　発
　　　　役場築城支所
　　　　花木園・パークゴルフ場
　　　　船迫窯跡　◦勾玉作りに挑戦
　　　　旧蔵内邸見学（邸内で昼食）
　　　　本庄の大楠
　　　　天徳寺　◦宇都宮公菩提所
　　　　鬼のがんぎの滝
　　　　磨崖仏
　　　　牧の原キャンプ場
　　　　城井ノ上城址
　　　　メタセの杜
　　　　役場築城支所
16:50　　築上町役場椎田本所　着
　　　　解散

11 月 14日（金）旧椎田町編
9:30 発　築上町役場築城支所　発
　　　　役場椎田本所
　　　　コマーレ〔築上町文化会館）
　　　　　◦ハイビジョン観覧
　　　　綱敷天満宮
　　　　浜の宮海岸
　　　　ビラ・パラディ（レストランで昼食）
　　　　リサイクルプラザ
　　　　高塚地蔵
　　　　延塚記念館
　　　　金富神社
　　　　アグリパーク
　　　　鬼塚
　　　　役場椎田本所
16:50 着
　　　　築上町役場築城支所　着
　　　　解散

合併、まちづくりミニツアー参加者募集
　「合併はしたものの、旧椎田町のことはよく知ら
んなあ」「隣の町じゃったが、あまり旧築城町に行っ
たことがないな」、こんな会話を聞いたことはあり
ませんか。合併から早２年が過ぎ、新しいまちづく
りを目指す築上町は、旧町の枠を超えた住民同士の
意識の変革、交流を推進しています。皆さんが「私
の町にはこんなものがあります」と言う実感を持つ
ことこそが築上町の一体感を醸成するものです。こ
の機会に築上町の史跡や自然、食などの地域の 〝宝〟
を発掘し、新しい町づくりを体感してください。

日時　築城地区コース
　　　　11 月 13 日（木）９：30 ～
　　　椎田地区コース
　　　　11 月 14 日（金）９：30 ～
　　　※�詳しいコース内容はお問い合わせください。
募集人員　各コース 20 人
参加費用　１人　1500 円（昼食を含む）
申込・問い合わせ
　企画振興課　地域づくり係（内線 361）



�

裁
判
員
制
度
～
候
補
者
名
簿

記
載
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す

●�
来
年
の
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

�　

現
在
、
福
岡
地
方
裁
判
所
小

倉
支
部
で
は
平
成
21
年
分
の
裁

判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

●�

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た

方
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月

上
旬
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
名
簿

に
記
載
さ
れ
た
こ
と
の
通
知

（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り

す
る
と
と
も
に
、
調
査
票
も
一

緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

●�

調
査
票
で
は
、
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に
就
い

て
い
る
か
ど
う
か
、
１
年
を
通

じ
て
裁
判
員
の
辞
退
を
希
望
す

る
か
、
ま
た
そ
の
理
由
な
ど
を

お
尋
ね
し
ま
す
。　
　

●�

調
査
票
を
お
送
り
す
る
の
は
、

皆
さ
ま
の
事
情
を
お
尋
ね
す
る

こ
と
に
よ
り
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
な
い
方
が
裁
判
員

候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
か
な
く
て
も
い
い
よ

う
に
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
で

す
。
記
入
・
返
送
に
つ
き
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●�

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.

saibanin.courts.go.jp/

）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部

　

☎
０
９
３（
５
６
１
）３
４
３
１

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、都
道
府
県
、

市
町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
12
月

１
日
、
全
国
各
地
で
「
平
成
20
年

住
生
活
総
合
調
査
」
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法
に

基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係

る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で

必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

に
、
居
住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全

般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・

満
足
度
を
総
合
的
に
調
査
す
る
も
の

で
、
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）
に
回
答

い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
一
部
を

抽
出
し
、
全
国
で
約
10
万
世
帯
を
対

象
に
行
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
一

定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無
作
為
抽
出

さ
れ
た
約
１
０
０
世
帯
に
調
査
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

の
間
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
伺
い
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す

る
皆
さ
ま
に
は
再
度
お
手
数
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

情
報
政
策
係

（
内
線
３
３
５
）

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会

　

事
業
者
の
方
へ
の
「
平
成
20
年

分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明

会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　

14
：
00
～
16
：
00

会
場　

豊
前
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の

　

�

事
前
送
付
し
た
「
年
末
調
整
関

係
書
類
」
の
う
ち

●�

平
成
20
年
分
年
末
調
整
の
し
か

た
●�

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
の
手
引
き

問
い
合
わ
せ

　

行
橋
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

☎
（
２
３
）
０
５
５
９

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
～
15
日

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

重
点
目
標

●
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

●�

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

●�

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

築
上
町
の
取
り
組
み

●�

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
火
災
予

防
啓
発
放
送

●�

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
サ

イ
レ
ン

●�

消
防
団
に
よ
る
分
団
ご
と
の
夜

警
の
実
施

●
消
防
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
係（内

線
３
３
３
）

老
齢
者
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

　

所
得
税
、
地
方
税
法
上
で
、（
特

別
）
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
に

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
65
歳
以
上
の
方
で
次

の
状
態
に
該
当
す
る
方
は
、
町
長

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、（
特
別
）
障
害
者
控
除
対
象

者
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
状
態

　

１�　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
と
同
等
の

障
害
程
度
で
あ
る
こ
と

　

２�　

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
と
同
等
の
障
害
の

程
度
で
あ
る
こ
と
（
認
知
症

老
人
を
含
み
ま
す
）

　

３�　

常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑

な
介
護
を
要
す
る
方
（
６
ヵ

月
以
上
臥
床
し
、
食
事
・
排

便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
）

認
定
申
請

　

�　

認
定
申
請
書
を
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
状
況
に
応

じ
て
調
査
や
医
師
の
診
断
書
が

必
要
な
場
合
又
は
認
定
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
既
に
身
体
障

害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
方

は
、
こ
の
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

�　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
で

控
除
対
象
と
な
る
に
は
、
平
成

20
年
中
（
今
年
は
12
月
26
日
ま

で
）
に
認
定
さ
れ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て

は
認
定
に
日
数
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

　

☎
（
内
線
２
５
１
）

平
成
20
年
度
人
権
週
間
講
演
会

日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

会
場　

築
城
公
民
館

－町内外からのお知らせ－
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－町内外からのお知らせ－

内�
容　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
求
め
て
」
～
み
ん
な
で
考
え

よ
う
無
意
識
の
う
ち
の
差
別
～

　

講
師　

福
岡
県
人
権
研
究
所
長

　
　
　
　

西
尾
紀
臣
氏

問
い
合
わ
せ

　

築
城
同
和
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
５
２
）
１
８
２
２

ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総

会
で
採
択
さ
れ
、
わ
が
国
で
は

１
９
９
４
年
に
発
効
し
た
「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
こ
の
条

約
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど

も
の
権
利
や
自
由
を
尊
重
し
、
子

ど
も
に
対
す
る
保
護
と
援
助
を
図

り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

条
約
の
主
な
内
容

●�

子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
遊

ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

●�

子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

●�

家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
に
保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
す
。

●�

子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や

暴
力
、
虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱

い
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
新
社
会
推
進
部
青
少
年
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
７

児
童
虐
待
防
止
推
進
講
演
会

　

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。
町
で
は
、テ
レ
ビ
・

新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
た
福
永
宅
司

氏
を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

チ
ア
フ
ル
つ
い
き

内�
容　

●
一
人
芝
居
「
ヤ
ン
マ
マ

子
育
て
騒
動
記
」●
ト
ー
ク「
い

ま
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大

人
た
ち
が
始
め
る
こ
と
」

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
２
４
１
）

津
軽
三
味
線
と
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

　

晩
秋
の
夕
刻
、
い
に
し
え
の
時

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

16
：
00
～
17
：
30

会
場　

船
迫
窯
跡
公
園

出
演　

津
軽
三
味
線　

大
石
秀
治

　
　
　

尺
八　

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

問
い
合
わ
せ　

船
迫
窯
跡
公
園

　

☎
（
５
２
）
３
７
７
１

第
１
回
近
郊
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　
　
　

開
会
式　

９
：
00
～

会
場

　

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
浜
の
宮

種
目　

男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
用

　

１
組　

２
０
０
０
円

申
込
期
限

　

11
月
22
日
（
土
）
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
１
４
１
）

築
上
町
都
市
計
画

椎
田
公
共
下
水
道
事
業
原
案
の

事
前
閲
覧
及
び
公
聴
会

　

椎
田
公
共
下
水
道
事
業
の
整
備

に
伴
う
都
市
計
画
の
原
案
に
つ
い

て
事
前
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
原
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
を
伺
う
場
と
し
て
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
こ
と
）
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
希
望

者
多
数
の
場
合
は
、
選
定
を
行
い

ま
す
。

閲
覧

　

期
間

　

11
月
６
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

　

８
：
30
～
17
：
00

　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

　

場
所　

下
水
道
課　

下
水
道
係

公
聴
会

　

日
時　

11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

13
：
00
～

　

場
所　

役
場
本
庁

　
　
　
　
（
第
一
会
議
室
）

公
述
の
申
込
期
限

　

11
月
20
日
（
木
）（
必
着
）

申
込
先　

下
水
道
課　

下
水
道
係

※�

申
込
用
紙
は
下
水
道
課
下
水
道

係
に
備
え
つ
け
て
い
ま
す
。

※�

公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、

こ
の
公
聴
会
は
中
止
さ
れ
ま

す
。
傍
聴
希
望
者
は
、
開
催
の

有
無
を
下
水
道
課
下
水
道
係
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�　

椎
田
公
共
下
水
道
処
理
場
の

位
置
は
、
説
明
会
で
候
補
地
と
し

て
築
城
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
が
、
椎
田
地
区

下
水
道
整
備
全
体
計
画
を
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
干
拓
地
内

町
有
地（
大
字
湊
１
２
４
７
番
地
）

に
決
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

下
水
道
係

（
内
線
１
１
２
）

築
上
町
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会

　

子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
や
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
等
が
一
堂
に

会
し
、
子
育
て
や
読
書
活
動
の
現

状
に
関
す
る
情
報
提
供
、
交
流
を

は
か
り
ま
す
。

対�

象
者

　

�

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等

日
時　

11
月
19
日(

水
）

　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

会
場　

コ
マ
ー
レ

内
容　

　

講
演
会

　
　
「
絵
本
で
豊
か
な
子
育
て
を
」

　
　

講
師　

�

直
方
市
立
図
書
館
長

　

野
口
和
夫
氏

問
い
合
わ
せ　

築
上
町
図
書
館

　

☎
（
５
６
）
５
１
７
１

椎田漁港 国道1
0号線

アグリパーク
椎田公共下水道処理施設

い
き
い
き
家
族
・
す
く
す
く

子
育
て
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

11
月
16
日
は
「
家
族
の
日
」、
11

月
９
～
22
日
は
「
家
族
の
週
間
」

で
す
。
期
間
中
、
福
岡
県
で
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
施
設
等
の

入
場
料
割
引
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●�

い
き
い
き
家
族
・
す
く
す
く
子

育
て
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

13
：
30
～
16
：
00

会
場　

ア
ク
ロ
ス
福
岡

内�

容　
「
結
婚
・
家
族
・
子
育
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

参
加
料　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要

●�

文
化
施
設
等
で
の
入
場
料
割

引
・
催
し
（
内
容
、
期
間
、
対

象
は
各
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）

●�

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
、
福
岡
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
外

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
１
１
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第
２
回
京
築
地
域

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
募
集

　　

あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
京
築
の

魅
力
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
全
世
界
に
向
け
発
信
す
る
地
域

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
京
築
ま
る

ご
と
ナ
ビ
」
を
活
用
し
て
、
地
域

の
行
事
、
お
店
、
美
味
し
い
も
の
、

自
然
な
ど
「
身
近
な
情
報
・
京
築

地
域
の
魅
力
」
を
発
信
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対�

象
者　

京
築
地
域
に
居
住
も
し

く
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

で
、
デ
ジ
カ
メ
・
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
等
の
操
作
を
し
た
経
験
が
あ

り
、
京
築
の
魅
力
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
方

講
座
日
程

●
情
報
発
信
の
基
礎
知
識
Ⅰ

　
　

11
月
17
日
（
月
）

　
　

昼
の
部　

15
：
00
～
17
：
00

　
　

夜
の
部　

19
：
00
～
21
：
00

●
記
事
と
写
真
の
投
稿
Ⅱ

　
　

12
月
15
日
（
月
）

　
　

昼
の
部　

15
：
00
～
16
：
30

　
　

夜
の
部　

19
：
00
～
20
：
30

●
ビ
デ
オ
の
撮
影
と
編
集
Ⅲ

　
　

平
成
21
年
１
月
19
日
（
月
）

　
　

昼
の
部　

15
：
00
～
16
：
30

　
　

夜
の
部　

19
：
00
～
20
：
30

会�

場

　

�

豊
前
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

行
橋
教
室

募�

集
人
員　

昼
の
部
、
夜
の
部

　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
20
人

受
講
費　

無
料

申
込
期
限

　

11
月
10
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課　

企
画
係

（
内
線
３
６
３
）

第
９
回
福
岡
県
障
害
者
文
化
祭

　

障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

し
、
障
害
の
あ
る
方
と
な
い
方
と

の
交
流
及
び
障
害
者
福
祉
に
対
す

る
県
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
９
回
福
岡
県
障
害
者

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
（
土
）

　
　
　

10
：
00
～
18
：
00

会
場　

パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場

　
　
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

内
容

　

◦
高
等
学
校
音
楽
部
に
よ
る
演
奏

　

◦
障
害
者
福
祉
活
動
の
紹
介
等

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）６
０
６
７

第
10
回
西
日
本
国
際
福
祉
機
器
展

期�

間

　

11
月
28
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

　

10
：
00
～
17
：
00

　
（
最
終
日
は
16
：
00
ま
で
）

会
場　

西
日
本
総
合
展
示
場
新
館

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

西
日
本
国
際
福
祉
機
器
展
事
務
局

　

☎
０
９
３（
５
１
１
）６
８
０
０

い
き
い
き
家
族
・
す
く
す
く

子
育
て
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

11
月
16
日
は
「
家
族
の
日
」、

11
月
９
～
22
日
は
「
家
族
の
週

間
」
で
す
。
期
間
中
、
福
岡
県
で

は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
施
設
等

の
入
場
料
割
引
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

●�

い
き
い
き
家
族
・
す
く
す
く
子

育
て
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

13
：
30
～
16
：
00

会
場　

ア
ク
ロ
ス
福
岡

内�

容　
「
結
婚
・
家
族
・
子
育
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

参
加
料　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要

●�

文
化
施
設
等
で
の
入
場
料
割

引
・
催
し
（
内
容
、
期
間
、
対

象
は
各
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）

●�

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
、
福
岡
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
外

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
１
１

� �

第
８
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

　
　
　

10
：
00
～

会
場　

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
久
留
米
市
野
中
町
）

内
容

　

15�
日　

開
会
式
、
記
念
講
演
・

ね
ん
り
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー

　

16�
日　

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
、
閉
会
イ

ベ
ン
ト

　

15�
～
16
日　

シ
ニ
ア
美
術
展
、

俳
句
・
短
歌
交
流
大
会
等

問
い
合
わ
せ

　

�

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局　

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）１
４
０
１

肢
体
不
自
由
高
校
奨
学
生
募
集

応�

募
資
格

　

�　

福
岡
県
内
に
住
所
を
有
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
５
級

の
肢
体
不
自
由
者
）
を
所
持
す

る
方
で
、
高
等
学
校
に
在
学
し

て
い
る
生
徒
及
び
翌
年
度
高
等

学
校
進
学
希
望
の
中
学
校
第
３

学
年
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
。

　

�　

但
し
、
次
に
該
当
す
る
方
を

除
き
ま
す
。

●�

高
等
学
校
全
日
制
課
程
第
３
学

年
、
定
時
制
課
程
第
４
学
年
に
在

学
す
る
生
徒
、
中
等
教
育
学
校
の

最
終
学
年
に
在
学
す
る
生
徒
、
通

信
に
よ
る
教
育
を
受
け
て
い
る

生
徒
及
び
高
等
学
校
の
別
科
、
専

攻
科
に
在
学
す
る
生
徒

●�

就
学
継
続
に
支
障
す
る
疾
患
の

あ
る
方

●�

生
計
上
、
奨
学
金
を
必
要
と
し

な
い
方

●�

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
在

学
す
る
方

募�

集
期
間

　

11
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
12
月
10
日
（
水
）

※�

願
書
・
推
薦
書
は
役
場
福
祉
課

社
会
福
祉
係
に
も
備
え
つ
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

�（
財
）
福
岡
県
肢
体
不
自
由
児

協
会

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
６
４



☆築上町子育て支援センターからのお知らせ☆

子育て講座参加者募集

●非行防止は乳幼児期から
　～豊かな心の根っこを育てよう
　日時　11 月 13 日（木）10：30 ～ 11：30
　会場　築城社会福祉センター
　講師　飯塚少年サポートセンター
　　　　少年育成指導官　大月祥子氏
　内容　�講演「乳幼児期に豊かな心の根っこを育てよう。非

行の問題も、もとをたどれば行きつく所は乳幼児期」

●人形ボードヴィル・ドラ～心でいっぱい感じよう
　日時　12 月 11 日（木）
　　　　10：30 ～ 11：30
　会場　築城社会福祉センター
　講師　中村燦

あ き

希氏
　内容　�歌、パントマイム、
　　　　踊り等を組み合わせた軽喜劇

パパ・ママ　ファミリー講座参加者募集

　お父さんにも一緒に参加していただき、子育てに
必要な家族や地域の絆を深めてもらうことを目的
に、パパ・ママ　ファミリー講座を開催します。
　対象者　未就学児とその保護者
　●親子陶芸教室
　　日時　11 月 15 日（土）
　　　　　10：00 ～ 12：00
　　会場　船迫窯跡公園
　　講師　町職員　高尾栄市氏
　　募集人員　親子 12 組
　　材料費　500 円

　●芋掘りとアウトドアクッキング
　　日時　12 月 7 日（日）10：00 ～ 12：00
　　会場　夢農園（アグリパーク内）

※詳しくは 12 月号でお知らせします。　お父さんの参加をお待ちしています。
　申込・問い合わせ　児童館　☎（５７）４３００

●
夜
間
の
相
談

　

18
：
30
～
20
：
30

　

�

11
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）・

12
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

　

�

平
成
21
年
１
月
14
日
（
水
）・

28
日
（
水
）・
２
月
25
日
（
水
）・

３
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

会
場

　

春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

相
談
時
間　

１
人
30
分

※�

事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
先
着
順
で
１
日
４
人
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
９
２
２

　
（
平
日　

９
：
00
～
17
：
00
）

若
年
者
職
業
訓
練
生
募
集

対�

象
者

　
�

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
18
歳
～
35
歳

未
満
の
方

募
集
コ
ー
ス

　

若
年
者
Ｎ
Ｃ
機
械
科

試
験
日　

12
月
９
日
（
火
）

試
験
内
容

　

適
性
検
査
及
び
面
接

申
込
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

　

�

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力

開
発
機
構
福
岡
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
３（
６
４
１
）６
９
０
９

母
子
家
庭
の
た
め
の

日
商
簿
記
３
級
講
習
会

受�

講
資
格　

母
子
家
庭
の
母
又
は

寡
婦
で
あ
っ
て
、
資
格
を
活
か

し
就
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望

し
て
い
る
方

受�

講
期
間

　

平
成
21
年
１
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
２
月
20
日
（
金
）

募
集
人
員　

20
人

※�
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

な
お
、
応
募
者
が
10
人
未
満
の

場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

※
託
児
あ
り
。

申
込
期
限

　

12
月
12
日
（
金
）
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
９
３
１

子
ど
も
の
養
育
費
等
に

関
す
る
法
律
相
談

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
等
に
関
す

る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

●
昼
間
の
相
談

　

13
：
00
～
15
：
00

　

�

11
月
５
日
（
水
）・
12
月
３
日

（
水
）・
平
成
21
年
１
月
７
日

（
水
）・
２
月
４
日
（
水
）・
３

月
４
日
（
水
）

ご
近
所
福
祉
づ
く
り

～
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
～

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
の
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
24
日
（
月
）

　
　
　

13
：
00
～
15
：
30

会
場　

行
橋
市
中
央
公
民
館

参
加
費
用　

３
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

�

京
築
地
区
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
修
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
９（
８
２
）２
６
７
６

手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を

育
て
る
運
動

　

肢
体
不
自
由
児
に
対
す
る
福
祉

の
高
揚
と
事
業
資
金
の
取
得
を
目

的
に
寄
附
金
を
募
集
し
ま
す
。

寄
附
金
募
集
方
法

●
「
友
情
の
募
金
」

１
口　

２
０
０
円

●
「
愛
の
募
金
」　１

口　

５
０
０
円

募�

集
期
限　

～
12
月
31
日
（
水
）

�

寄�

附
金
の
使
途　

療
育
思
想
の
普

及
、
高
校
奨
学
金
の
支
給
、
療

育
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
等

問
い
合
わ
せ

　

�（
財
）
福
岡
県
肢
体
不
自
由
児

協
会

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
６
４

� �

－町内外からのお知らせ－



セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

先
日
、
福
岡
市
内
で
、
特
定
外

来
生
物
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
が

約
７
０
０
匹
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
原
産
地
と
す
る
ク

モ
で
、
毒
を
も
っ
て
お
り
、「
外

来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
外

来
生
物
法
）」
で
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
攻
撃
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
巣
に
触
れ

た
り
す
る
と
咬
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
態 

　

�　

雌
の
体
長
は
、
約
0.7
㎝
～
１

㎝
で
全
体
が
黒
色
で
腹
部
の
背

面
に
赤
色
の
縦
斑
紋
が
あ
り
ま

す
。
雄
の
体
長
は
、
0.4
㎝
～
0.5

㎝
で
腹
部
の
背
面
は
灰
白
色
を

し
て
い
ま
す
。 

穴
や
隙
間
に
強

い
糸
で
不
規
則
な
網
を
張
る
た

め
、
排
水
溝
の
蓋
や
格
子
部
分
、

側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中
や
裏

側
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

●�

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
咬
ま
れ
な

い
た
め
の
注
意
点

　

◦
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い

　

�

◦
衣
服
の
上
か
ら
咬
ま
れ
る
可

能
性
は
低
い
の
で
、
野
外
で
作

業
す
る
場
合
は
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
手
袋
等
を
着
用
す
る
。

●
咬
ま
れ
た
と
き
の
対
処
法

　

�　

咬
ま
れ
た
と
き
は
、
針
で
刺

さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
ま

す
。
や
が
て
咬
ま
れ
た
部
分
の

周
り
が
腫
れ
て
赤
く
な
り
ま

す
。
悪
化
す
る
と
痛
み
、発
汗
、

発
熱
、
発
疹
な
ど
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
温
水
や

石
け
ん
水
で
傷
口
を
洗
い
、
病

院
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

●
駆
除
方
法

　

�　

市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
で
駆

除
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
６
７

全
国
一
斉
労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

11
月
22
日
（
土
）
全
国
一
斉
電

話
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

長
時
間
労
働
は
、
労
働
者
の
健

康
を
損
な
う
場
合
が
あ
る
と
と
も

に
、
賃
金
不
払
い
残
業
（
い
わ
ゆ

る
サ
ー
ビ
ス
残
業
）
の
温
床
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

使
用
者
、
労
働
者
等
か
ら
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
勤
労
感
謝
の

日
の
前
日
に
当
た
る
11
月
22
日
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
全
国
一

斉
の「
労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
行
い
ま
す
。

電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０（
８
９
７
）７
１
３

　

９
：
00
～
17
：
00

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一
斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

　

賃
金
未
払
い
、サ
ー
ビ
ス
残
業
、

職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
や
解
雇
な

ど
、
労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
２
２
）４
１
３
１

犬•

猫
の
不
妊•

去
勢
に
ご
協
力
を

　

福
岡
県
は
、
犬
猫
の
処
分
頭
数

が
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
２
位

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
子
猫

の
処
分
割
合
が
多
く
、
犬
も
処
分

さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。一
年
の
子
猫
の
処
分
頭
数
は
、

ど
の
市
町
村
で
も
４
月
、
５
月
が

と
て
も
多
く
、
10
月
ま
で
が
ピ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
猫
の
妊
娠
期
間
は

２
ヵ
月
で
、
一
月
頃
が
発
情
の
時

期
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
12

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
不
妊
・
去
勢

が
で
き
れ
ば
４
月
、
５
月
に
処
分

さ
れ
る
猫
た
ち
の
数
が
随
分
減
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
動
物
愛
護
推
進
員

が
処
分
さ
れ
る
猫
た
ち
を
減
ら
そ

う
と
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

衛
生
課　

　

☎
（
２
３
）
２
２
４
５

築
城
基
地
航
空
祭

日
時　

11
月
23
日
（
日
）

　
　
　

８
：
00
～
15
：
00

会
場　

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地

内�

容

　

�

築
城
基
地
を
一
般
公
開
し
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
な
ど
の
自
衛

隊
機
の
飛
行
展
示
等

※�

基
地
へ
の
一
般
車
両
の
乗
り
入

れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

�　

但
し
、
定
員
11
人
以
上
の
大

型
バ
ス
及
び
二
輪
車
、
身
体
障

害
者
が
乗
車
し
て
い
る
車
両
は

入
場
で
き
ま
す
。（
入
場
の
際

は
身
体
障
害
者
手
帳
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

　

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地

　

☎
（
５
６
）
１
１
５
０

平
成
20
年
度

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格

　

�　

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程

度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

で
、
次
の
ア
～
エ
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
方

　

ア�　

自
力
で
通
勤
で
き
、か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
方

　

イ�　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

　

ウ�　

福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す

る
方
（
通
学
の
た
め
一
時
県

外
に
居
住
し
て
い
る
方
を
含

む
）

　

エ�　

活
字
印
刷
文
又
は
点
字
に

よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
方

募
集
職
種

　

一
般
事
務
、
警
察
事
務

第
一
次
試
験
日

　

12
月
14
日
（
日
）
９
：
00
～

会�

場

　

�

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
・
久
留

米
総
合
庁
舎
・
飯
塚
総
合
庁
舎
・

小
倉
総
合
庁
舎

申
込
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
～
21
日
（
金
）

　

８
：
30
～
17
：
00

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込

� �



� �

　

期
間

　

11
月
４
日(

火
）
～
18
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
５
６

地
デ
ジ
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン

テ
ナ
交
換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
代
金

請
求
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
手
口
の

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●�

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が

書
か
れ
た
手
紙
が
届
き
、「
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
か
え
助

成
金
」
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、

手
数
料
の
支
払
い
を
す
る
よ
う

書
か
れ
て
い
ま
す
。

●�

「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」

を
名
乗
る
男
が
自
宅
に
や
っ
て

き
て
、
受
信
工
事
や
テ
レ
ビ
の

調
整
の
代
金
支
払
い
を
求
め
ま

す
。

●�

地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ

レ
ビ
局
、
そ
の
関
係
機
関
が
お

金
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求

を
受
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
は

支
払
わ
ず
総
合
通
信
局
（
総
務

省
の
地
域
機
関
）、
お
近
く
の

警
察
署
、
又
は
消
費
者
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

�

総
務
省

　

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０（
０
７
）０
１
０
１

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

会
場　

ウ
ェ
ル
と
ば
た

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

福
岡
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
６
３
２
）１
６
０
０

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

平
成
21
年
度
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ

Ｓ
）で
授
業
を
行
う
、国
が
つ
く
っ

た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

教
養
学
部　

　

�

●
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
１
科
目
か
ら
学
習
で
き
る
科

目
履
修
生
・
選
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

　

�

●
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

の
あ
る
方
は
、
誰
で
も
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
卒
業

す
る
と
学
士
（
教
養
）
の
学
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

大
学
院

　

�

●
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
入
学
で
き
ま
す
。（
修
士
科

目
生
・
修
士
選
科
生
）

申�

込
期
間

　

12
月
15
日
（
月
）

　

～
平
成
21
年
２
月
28
日
（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
４
７
３
）１
３
６
５

炭
焼
き
・
竹
炊
飯
・
森
林
整
備

体
験
参
加
者
募
集

　

森
林
体
験
学
習
（
材
木
の
間

伐
・
ド
ラ
ム
缶
で
の
炭
焼
き
・
竹

を
使
っ
た
炊
飯
）を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　

12
月
７
日
（
日
）
９
：
00
～

会�

場

　

豊
前
市
岩
屋
公
民
館

　
「
岩
屋
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」

　

豊
前
市
大
字
大
河
内
３
０
１

－

３

募
集
人
員　

30
人

参
加
費
用

　

１
０
０
０
円

持
参
す
る
も
の　

水
筒

※�

作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

豊
築
森
林
組
合

　

☎
０
９
７
９（
８
２
）７
５
２
９

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
IN
し
い
だ

対�

象
者

　

�

25
歳
～
45
歳
ま
で
の
独
身
の
男

女
日
時

　

11
月
30
日
（
日
）
16
：
30
～

会
場　

コ
マ
ー
レ

募
集
人
員　

男
女
各
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費
用

　

女
性
５
０
０
０
円

　

男
性
６
０
０
０
円

申
込
期
限

　

11
月
14
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

椎
田
町
商
工
会
青
年
部

　

☎
（
５
６
）
０
３
５
３

岡
住
工
業
（
株
）
が

　
　
　
　

街
路
灯
を
寄
贈

　

岡
住
工
業
（株
）が
、
町
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
付
街
路
灯
を
寄
贈
し
、

９
月
24
日
、
町
長
か
ら
岡
住
工
業

（
株
）
社
長
岡
住
奏
氏
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
住
工
業（
株
）
は
、
従
業
員
に

築
上
町
出
身
、
在
住
者
も
多
く
、
安

全
で
安
心
な
町
づ
く
り
に
寄
与
し
よ

う
と
街
路
灯
を
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　

街
路
灯
は
文
化
会
館
コ
マ
ー
レ

の
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
、
岡
住
氏

は
「
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
て

れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

善
意
に
感
謝
し
、
地
域
の
安
全

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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健
セ
ン
タ
ー
チ
ア
フ
ル
つ
い
き　

☎(

５
６)

０
３
０
０
（
内
線
７
１
０
）

保
健
だ
よ
り

�

椎田地区　特定健診（個別健診）のお知らせ
椎田地区の特定健診（集団健診）を受けられなかった方を対象に、下記のとおり個別健診を行います。
個別健診を希望される方は、11月 18日（火）まで電話等でお申し込みください。

個　
　

別　
　

健　
　

診

対 象 者
国民健康保険に加入する 40歳～ 74 歳までの方で、各地区で行っ
た特定健診（集団健診）を受けられなかった方

健 診 場 所
指定医療機関（豊前築上管内の指定医療機関）
＊その他管外の指定医療機関も可能

健 診 内 容 身体計測、検尿･血圧・診察・血液検査

健 診 期 間 11 月下旬から 12月中旬

申 し 込 み 先 保健センターチアフルついき（内線 710）

＊個別健診の申し込みをされた方には、個別健診用の受診券と案内をお送りします。
　注意してください。8月に送りました特定健康診査受診券は集団健診用ですので使えません。

築城地区　子宮、乳がん検診のお知らせ
１．検診日程

会　　場 実施月日 種　　別 受付時間 自己負担額

保健センター
チアフルついき

12月７日（日）
子宮がん、乳がん
（2年に 1回の
間隔で受診）

9：00～ 10：30

子宮 （頚部）がん：
700 円
（20歳以上の方）

乳がん：
40 歳代 1,800 円
50 歳以上 1,300 円

＊�生活保護世帯･町民税非課税世帯の方は、事前に手続きすれば、個人負担金の免除制度があります。
＊子宮がん乳がん検診については、2年に 1回の間隔で受けましょう。

２．申込方法
　�保健センターチアフルついき （内線 710）
までご連絡ください。

３．申込期限　11月 25日（火）

がん対策は、
定期的な検診で

早期発見・早期治療が
決め手です。

●保健師からのお願い
がん対策は、定期的な検診で早期発見・早期治療が決め手です。
健康手帳を活用して忘れないように受診しましょう！
　厚生労働省では、早期がんを発見するためのが
ん検診を、肺がん・胃がん・大腸がんについて
は 1年に 1回、子宮がんと乳がん検診について
は 2年に 1回の受診を勧めています。そのため、
築上町で行う集団検診においても子宮がんと乳
がん検診は 2年に 1回の受診となります。しか
し、今まで毎年受診していた町民の方から「年に
1回は受けたい」や「2年に 1回だと忘れてしま
う」などの声が聞かれます。町では、町民の皆さ

んに自分の健診やがん検診の受診状況を把握して
いただくために健康手帳の活用をお願いしていま
す。これから健診やがん検診を受ける時には必ず
健康手帳を持参していただき受診日と検査の結果
を記録してください。また、乳がんの自己検診を
した時や医療機関で検診を受けた時なども合わせ
て記録しておきましょう。気になる症状がある場
合は早めに医療機関で検診を受けましょう。
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作り方
①�里芋（皮付きの里芋の場合は先に皮をむく）は、塩少々を加えて、
湯で 20 分茹でる。

②�キュウリは、かつらむきにしてから千切りにし、水にさらしてパ
リッとさせてから、皿に敷く。

③�長ネギと生姜をみじん切りにして、調味料を合わせ、椒麻ソース
を作る。

④キュウリの上に冷ました里芋をのせ、椒麻ソースをまわしかける。

材料（４～５人分）
 ・里芋…正味 300 ｇ（冷凍利用）
 ・キュウリ…１本
 ・塩…少々
椒麻ソース
　 ・醤油…大さじ２
　 ・酢…小さじ２
　 ・砂糖…小さじ２
　・ごま油…小さじ１
　 ・粉山椒…小さじ１
　 ・長ネギ…５㎝
　・生姜…１片

食生活改善推進会　

　旬の野菜の簡単料理紹介
　　　　　　　　　　〈No.18〉

＜里芋の椒麻（ジャオマー）風味＞
真如寺地区　原口さつきさん

みなさん、
ぜひお試しください。

11 月 14 日は「世界糖尿病デー」

糖尿病は、早期発見・早期治療が大切です！
自分の“空腹時血糖値やヘモグロ
ビンA1c値”を知っていますか？

　血糖値が高い状態が続くと、血
管や神経が徐々に侵されていきますが、その時
点では自覚症状はほとんどありません。その状
態を放置し、自覚症状が出て慌てて医者に相談
する頃には、体中の血管や神経がかなり侵され
ているということが多いのです。糖尿病は放置
していると、透析が必要となる腎不全以外に、
失明や、血行不全による手足の壊死、心筋梗塞、
脳梗塞などを引き起こす、恐ろしい病気です。
　昨年末で人工透析患者は全国に約 26万人い
ますが、この５年ほど毎年１万人のペースで増
え続けており、その半分が糖尿病からの患者と
いう状況です。
　糖尿病にならないため、あるいは糖尿病が悪
化しないためには、日常の食事や運動などの生
活習慣の改善が重要です。また、年に１回以上
は健康診断を受け、早期発見ができるようにし
ましょう。そして、血液検査や尿検査で異常が
発見されたらすぐに医療機関
で診察を受け、生活習慣につ
いて指導を受け、その指導を
守るようにしましょう。

妊娠中、特に初期は、赤ちゃんの成長はもちろん、
お母さんの健康を維持するためのとても大切な時期
です。しかし外見からは、妊婦であるかどうか判断
しにくかったり、「つらい症状」が、ある場合もあり
ます。もしも、あなたの住んでいる街や職場などで、
このマークを付けているお母さんを見かけたら、皆
さんからの思いやりある気遣いをお願いいたします。

あ、妊婦さんだ！
席をゆずってあげよう！

大変そうだなぁー
手伝ってあげよう

電車・バスの中で… 階段の上り下りで…

気づいたら、思いやりのある行動をお願いします。

このマークは、「健やか親子 21」
推進検討会において選ばれた
最優秀作品です。

マタニティマークを
知っていますか？
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10
月
12
日
、
体
育
の
日
を
前

に
町
内
各
会
場
で
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
人
が
参
加
し
て
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
親
と
子
、

参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

人
と
ふ
れ
あ
え
る
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
こ
の
催
し

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
住
民

同
士
の
輪
が
広
が
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
多
く
の
方
の
応
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

消防団綱引き大会
（分団対抗）

優　勝　第１分団
（椎田）

準優勝　第２分団
（ハ津田）

第３位　第６分団
（下城井）

▲パークゴルフ大会（敬称略）
　優　勝　田村　勉
　準優勝　進　章人
　第３位　山﨑博司

▲自治会対抗ソフトバレーボール大会
　トリムの部　優　勝　宇留津
　　　　　　　準優勝　上別府
　　　　　　　第３位　下香楽

▲親子でドーン！
　Ａブロック
　　優　勝　築城小クラブ（ソフトボール）
　　準優勝　椎田少年サッカーＡ
　Ｂブロック
　　優　勝　椎田少年陸上クラブＢ
　　準優勝　椎田少年サッカーＢ
　Ｃブロック
　　優　勝　ちびっこレスリング
　　準優勝　西高塚子ども会

▲ゲートボール大会
　Ａパート　優　勝　椎田中
　　　　　　準優勝　椎田クラブ
　　　　　　第３位　真如寺
　Ｂパート　優　勝　築上町役場
　　　　　　準優勝　ＪＡ・椎田
　　　　　　第３位　築城ジュニア

▲グラウンドゴルフ大会（敬称略）
　優　勝　秋元勝馬
　準優勝　小野淳一
　第３位　福田晴子

　レディースの部　優　勝　越路
　　　　　　　　　準優勝　西高塚
　　　　　　　　　第３位　宇留津

ふれあいスポーツフェスティバル 2008

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８
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－築上町の話題－

－築上町の話題－

町
の
ス
タ
ー

☆

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

「
投
稿
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
情
報
や
投
稿
記
事
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課　

情
報
政
策
係
（
内
線
３
３
５
）

運動会～築城保育所運動会

　９月 23 日、築城保育所で運動会が行

われました。子どもたちのかけっこやか

わいらしいダンスに会場からはたくさん

の声援が送られていました。また、マー

チングバンドの演奏では、子どもたちは

おそろいの衣装に身を包み、息を合わせ

た演奏を披露しました。

中学生職場体験

　10月１～３日、椎田中学校３年生が、町内外の事業

所で職場体験を行いました。この職場体験は、働くこ

との意義や尊さを学び、職業に対する意識を高めてい

くことを目的に行われたものです。図書館では、司書

の業務に挑戦。また、ＪＲ椎田駅では改札業務などを

体験しました。生徒たちは様々な職種、様々な人と触

れ合い、働くことの意義や社会性を学んだことでしょ

う。

男女共同参画ネット講演会

　10月 11日、中央公民館で「男と女どっちがお得？」と題し、

男女共同参画ネット講演会が行われました。講師のＮＰＯ福

岡ジェンダー研究所理事倉富史枝氏は、「男女共同参画の社会

を実現していくのは私たち一人ひとり。地域や福祉環境、身

の回りのことから変えていくことが重要です」と話され、参

加者はお互いに意見交換を行いながら、男女共同参画社会に

ついて認識を深めました。

シートベルトをしっかり着用してください
～秋の交通安全運動

　９月 22日、秋の交通安全運動に伴うキャンペーンが行われま

した。これは、９月 21日～ 30 日にかけて全国的に行われた秋

の交通安全運動の一環として行われたものです。当日は、役場

前に設けたセーフティーステーションで、町長を始め、豊前警

察署員、女性ドライバー協議会員、交通安全指導員らが、全て

の座席のシートベルト着用など交通ルールを守った安全運転を

呼びかけました。
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緑

気
持
ち
だ
っ
た
の
か
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
ゴ
ー

ル
し
た
と
き
、
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
言
う
安
堵
感
と
も

う
歩
か
な
く
て
良
い
ん
だ
と
い
う
安
心
感
見
た
い
の
が

押
し
寄
せ
て
き
て
、
な
ぜ
か
感
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
記
録
は
25
時
間
１
分
43
秒
で
す
。

　

終
わ
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
い
い
思
い
出
で
す
。
今

ま
で
生
き
て
き
た
中
で
１
、２
位
を
争
う
よ
う
な
つ
ら
さ

だ
っ
た
け
ど
、
よ
く
や
り
遂
げ
ら
れ
た
な
と
自
分
で
思

い
ま
す
。
こ
ん
な
つ
ら
い
体
験
は
二
度
と
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
経
験
が
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く

中
で
つ
ら
い
こ
と
に
ぶ
ち
あ
っ
た
た
時
何
か
役
に
た
つ

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

活
動
先
で
「
１
０
０
㎞
ウ
ォ
ー
ク
を
歩
き
ま
し
た
」

と
話
す
と
、
昔
は
１
０
０
㎞
行
軍
を
２
回
歩
い
た
と
か
、

昔
は
ど
こ
に
行
く
に
も
歩
く
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
と

言
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
昔
の
人
は
健
脚
で

す
ね
。

　

今
月
も
色
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
稲
刈
り
、

白
い
彼
岸
花
祭
り
手
伝
い
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
レ

タ
ス
播
種
、
栗
拾
い
、
イ
チ
ジ
ク
収
穫
、
カ
ニ
籠
漁
な

ど
な
ど
で
す
。

　

秋
と
言
え
ば
収
穫
の
秋
で
す
が
、
千
葉
に
住
ん
で
い

る
時
は
全
然
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
築

上
町
の
秋
は
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
、「
収
穫
の

秋
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
に
柿
が
な
っ
て
い
て
、
山
の
方
に
行

け
ば
栗
が
あ
り
、
道
の
横
の
林
に
は
ア
ケ
ビ
が
実
っ
て

い
る
。
ど
れ
も
素
朴
な
味
が
し
て
お
い
し
く
、
身
近
に

自
然
が
あ
る
の
も
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
季

節
な
ら
で
は
の
食
べ
物
を
味
わ
え
る
っ
て
幸
せ
な
こ
と

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
も
何
ヶ
所
か
行
き
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
り

取
り
か
ら
、
バ
イ
ン
ダ
ー
を
使
っ
た
刈
り
取
り
、
も
ち

ろ
ん
手
刈
り
も
体
験
し
ま
し
た
。
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈

り
取
り
の
ス
ピ
ー
ド
を
見
て
、
そ
し
て
実
際
乗
ら
せ
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
手
刈
り
を
体
験
す
る
と
そ
の
速
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
手
刈
り
は
腰
、
背
中
に
か
な
り
負
担
が

か
か
り
、
次
の
日
は
筋
肉
痛
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
手

刈
り
し
か
無
か
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
稲
刈
り
は
相
当

す
ご
い
労
力
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

う
い
う
苦
労
を
知
る
と
ま
た
、
お
米
が
う
ま
く
な
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
伝
法
寺
で
頂
い
た
新
米
、
本
当
に

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

10
月
11
、
12
日
に
は
、
行
橋
～
別
府
１
０
０
㎞
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
ま
で
は
本
当
に
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
、

顔
を
痛
み
で
歪
め
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な

～
収
穫
の
秋
、
そ
し
て
衝
撃
的
な
体
験
～

№７

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

雛
田　

真
彰

防犯栄誉銀賞受賞、
おめでとうございます

　10 月 10 日、「安全・安心まちづくり県民の集い」

が福岡市で行われ、安東喜八郎さん（椎田）が防犯

栄誉銀賞を受賞しました。この集いは、警察と市民

組織の連携を強めるため、防犯ボランティアら約 800

人が参加して行われました。18 年間、椎田町防犯協

会会長として非行防止に努めた安東さん。「地域に防

犯の輪を広げることが大切です」と団体活動の意義を

強調しました。

大楠コンサート

　10 月 18 日、本庄の大楠で大楠コンサートが行わ

れました。今年で 14回目を迎えるコンサート。今年

も町内外からたくさんの人が訪れ、ライトアップさ

れた大楠の下、幻想的な雰囲気の中でクラシックの

音色に酔いしれました。

－築上町の話題－

－築上町の話題－
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－スポーツ－

築上郡軟式野球大会結果

準優勝　築上町（ＷＥＥＤＳ）

全国大会優勝！
～おめでとうございます

　10 月６日、第８回全国障害者スポーツ大会に出場

した尾﨑昭富さん、荒巻義尚さん。尾﨑昭富さんが卓

球の部で優勝、荒巻さんは銅メダルを獲得しました。

同大会は大分県で行われ、尾﨑さんは卓球の部、荒巻

さんは立ち幅跳びの部とソフトボール投げの部に出場

しました。尾﨑さんは「練習の成果が発揮できました」

と喜びを語ってくれました。

第４回一般男子
ソフトボール大会結果

Ａパート　優　勝　今津キャンディーズ

Ｂパート　優　勝　野武士

Ｃパート　優　勝　椎田南

第 51 回福岡県民体育大会結果（敬称略）

50m 平泳ぎ　第３位　永井哲夫

陸上競技　壮年 3000m　優　勝　高木永吉

　　　　　青年三段跳　優　勝　宅島和弘

　　　　　一般女子 3000m　第３位　安達沙織

バドミントン　

　一般女子Ｂ　準優勝　築上郡

　　　　　　　　　　　井上佳代

　　　　　　　　　　　　本さやか
　　　　　　　　　　　長尾真智子

　　　　　　　　　　　池田麻里子

　　　　　　　　　　　鬼松康子

第 23 回中間市少年空手道選手権大会結果

　８月 24 日、中間市体育文化センターで、第 23 回中間市少年空手道選手権大会が

開催されました。皆が健闘し、優秀な成績を収めました。（敬称略）

・型の部

　ベスト８・敢闘賞　稲岡涼（築城小４年）

・小学２年男女組手の部

　３位　重久明輝（八津田小２年）

　ベスト８・敢闘賞　椎野麻怜（築城小２年）

・小学６年男子組手の部

　３位　定行和輝（築城小６年）

・小学６年女子組手の部

　ベスト８・敢闘賞　三渕理央（築城小６年）

・中学２、３年男子組手の部

　ベスト８・敢闘賞　門田真弥（築城中学２年）

国民体育大会ベスト８の健闘！

　９月 28 日、29 日に行われた第 63 回国民体育大会・柔

道少年男子の部に白川周翼君（宇留津）が出場し、ベスト

８という成績を収めました。白川君のこれからのますます

の活躍が期待されます。

築上郡中学校新人剣道大会で優勝！
～おめでとうございます　

　10 月５日、築上東中学校で築上郡中学校新人剣道大会

が行われ、優秀な成績を収めました。（敬称略）

男子個人１年の部　優　勝　田村龍太（築城中学）

　　　　　　　　　準優勝　谷﨑　稜（築城中学）

女子個人共通の部　準優勝　有田早樹（椎田中学２年）

▲尾﨑さん ▲荒巻さん
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申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
事
務
局

　

☎
（
５
６
）
０
２
５
１

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
は
色
々
な
人
が
集

ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
を
通
じ
て
楽
し
み
を
見
つ
け
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

－スポーツ－

きっとみつかるよ、やりたいスポーツ
　～築上町少年スポーツ振興協議会クラブ紹介～ No.6 空手

代表　丸山博義さん

　椎田の空手部には長い歴史があります。昭和42年、
千唐流養秀会（本部黒崎）の毛利先生が空手を習いた
いと願う生徒数人と養秀会椎田支部を発足させ、そ
の後徐々に人数が増え、支部も５ヵ所に増えました。
最初は湊公民館で練習していましたが、人数も増え、
自宅を本部として昭和 51 年に椎田支部（現在の武道
館）ができ、その後平成元年１月に独立し、新しい空
手の会として、日本空手古武道会が発足しました。
　練習は、古流の基本練習を忠実に行うことは元よ
り、サンドバッグやプロテクターなど新しい用具を
使用した近代的な空手も目指し、日々取り組んでい
ます。また、定期の練習と併せて、年間行事として、
夏のキャンプ（夏季合宿）・秋の空手道大会・２月の
寒稽古（浜の宮天満宮での餅つき）を毎年実施してい
ます。

　わが道場には、修行者五訓（礼儀を重んずべし・態
度を戒しむべし・言語を謹むべし・意気を盛んにすべ
し・清潔を旨とすべし）があります。今の子どもたち
が将来の日本を担っていきます。この子どもたちが将
来に向け、正しく素直に育ってほしいというのが私た
ち大人の願いです。空手に携わる者として、修行者
五訓を尊重し、空手を通してたくさんのことを学び、
子どもたちに心豊かな人間に育ってほしいと願って
います。そして、少しでもそのお手伝いができたらと
思い、指導者一同日々練習に励んでいるところです。
　この会の目的は、「老若男女を問わず空手古武道を
普及させ、健康で明るい人間関係の育成と自己の精
神練磨、体力増進を図る」です。この目的に賛同し、
自己の身体を鍛えようと思う方、ぜひ入会してくださ
い。お待ちしています。

★
わ
ら
細
工
教
室
参
加
者
募
集

　

今
年
は
、
宝
船
を
作
り
ま
す
。

・
わ
ら
す
ぐ
り
（
準
備
）

　

日
時　

11
月
12
日
（
水
）　

９

：

00
～　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
前

・
わ
ら
細
工
教
室

　

日
時　

�

11
月
26
日
（
水
）、12
月
３
日
（
水
）・
10
日
（
水
）・

17
日
（
水
）

　

会
場　

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
浜
の
宮
管
理
棟

　

参
加
費
用　

会
員　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

会
員
以
外
の
方　

２
０
０
０
円

　

募
集
人
員　

20
人

　

持
参
す
る
も
の　

ペ
ン
チ
、
園
芸
用
は
さ
み

　

申
込
期
限　

11
月
10
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

しいコミ囲碁・将棋大会結果
（敬称略）

★囲碁の部
　Ａパート　優　勝　三住日出夫
　　　　　　準優勝　上田房一
　　　　　　第三位　尾座本和足
　　　　　
　Ｂパート　優　勝　成吉暲奎
　　　　　　準優勝　末延直樹
　　　　　　第３位　福留博雄己
★将棋の部
　優　勝　長竹博吉
　準優勝　髙橋幸生
　第３位　局　藤山



�

　

行事予定表　11 月１日～ 30 日

●コマーレ・築上町図書館休館日：毎週火曜日　●築城図書館休館日：毎週火曜日・祝日

1 日㈯

・町民文化祭（～３日）
・�二種混合予防接種：小学６年生（医療機関及
び接種時間は、広報ちくじょう 10 月１日号を
ご覧ください）

2日㈰
・休日相談医
　豊前市…八屋第一診療所　☎ 0979-82-2502
　　　　　豊築休日急患センター☎0979-82-8820

3 日㈪

・文化の日
・休日相談医
　築上町…片山医院　☎ 52-0505
　豊前市…矢鳴医院　☎ 0979-82-3276
　　　　　豊築休日急患センター☎0979-82-8820

4 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）
・�ＢＣＧ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・保
健センターチアフルついき）	

5 日㈬

・�ポリオ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・自
愛の家）
・補聴器相談（13：30 ～ 14：30・築城公民館）	
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

6日㈭ ・子育て相談（11：00 ～ 12：00・児童館）

7日㈮ 　

8日㈯

・もみじウォーキング
・もみじ祭（～９日）
・�二種混合予防接種：小学６年生	（医療機関及
び接種時間は、広報ちくじょう 10 月１日号を
ご覧ください）	

9 日㈰

・消防防火パレード
・秋季全国火災予防運動（～ 15 日）
・�築上町近郊ソフトバレーボール大会（８：30 ～・
築城海洋センター体育館、築城体育館）
・休日相談医
　豊前市…梶原内科泌尿器科クリニック

☎ 0979-82-2456
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

10 日㈪

・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）	
・�三種混合予防接種（～ 14 日）（医療機関及び
接種時間は、『平成 20 年度築上町予防接種年
間予定表』をご覧ください）

11 日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・自愛の家）

12 日㈬
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

13 日㈭ ・合併まちづくりミニ・ツアー（～ 14 日）・温泉入浴（12：00 ～ 19：30・自愛の家）

14 日㈮ ・�乳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・自愛の家）

15 日㈯
・�二種混合予防接種：小学６年生（医療機関及び接
種時間は広報ちくじょう 10 月１日号をご覧くだ
さい）

16 日㈰

・築上町バドミントン大会（８：30 ～・椎田体育館）
・休日相談医
　豊前市…清田整形外科リウマチ科クリニック

　☎ 0979-82-3127
　　　　　大川病院　☎ 0979-82-2203
　　　　　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

17 日㈪

・�人権相談（13：30 ～ 16：00・築城同和研修セ
ンター）
・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�特定健診結果説明会（10：00 ～ 11：30・自愛
の家）

18 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）
・�妊婦さんの調理交流会（10：00～ 13：00要予約・
保健センターチアフルついき）

19 日㈬

・�行政相談（10：00 ～ 15：00・自愛の家、築城
公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）	
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

20 日㈭ 　

21 日㈮ ・�３歳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・
自愛の家）

22 日㈯
・�麻しん、風しん予防接種（～ 29 日）（医療機関及
び接種曜日・時間は『平成 20 年度築上町予防接
種年間予定表』をご覧ください）

23 日㈰

・航空祭
・勤労感謝の日
・休日相談医
　築上町…古賀整形外科内科医院　☎ 56-1730
　豊前市…豊前病院　☎ 0979-82-2309
　　　　　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

24 日㈪

・休日相談医
　築上町…宮崎リハビリテーション医院　☎ 56-1035
　豊前市…みぞぐち泌尿器科クリニック

☎ 0979-84-0840
　　　　　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

25 日㈫

・�福岡県交通事故相談（10：00 ～ 16：00・行橋
市役所）
・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
自愛の家）	

26 日㈬

・補聴器相談（９：30 ～ 10：30・築城公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・自愛の家）	
・�乳児健診：築城地区（13：10 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）
・社協心配ごと相談（９：30 ～ 15：00・自愛の家）

27 日㈭ ・温泉入浴（12：00 ～ 19：30・自愛の家）

28 日㈮ ・�１歳児すくすく教室（13：30 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）

29 日㈯ 　

30 日㈰

・築上町近郊ミックスダブルステニス大会
　（９：00 ～・サンスポーツランド浜の宮）
・�児童虐待防止推進講演会（13：30 ～・保健セ
ンターチアフルついき）
・休日相談医
　築上町…田中医院　☎ 56-0026
　豊前市…豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820



　　発行：築上町役場　総務課　情報政策係　TEL56-0300（内線 335）　　印刷：㈱文信堂印刷所

　世帯数 31 世帯　人口　約 100 人

～きれいな自治会をめざして～

～少子高齢化が進む時代を見据えた地域づくり～

　世帯数 68 世帯　人口　約 180 人

町の原動力である自治会を

　　　　　　紹介するコーナーです

フレー
フレー

　自治
会 No.3

0

　

Ｊ
Ｒ
椎
田
駅
か
ら
南
へ
約
４
キ
ロ
、
極
楽

寺
川
沿
い
の
周
囲
に
広
が
る
田
ん
ぼ
と
山
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
自
治
会
で
す
。
戸
数

も
少
な
く
、
そ
の
中
で
も
「
進
」
と
い
う
姓

が
大
半
を
占
め
て
い
る
珍
し
い
自
治
会
で
も

あ
り
ま
す
。
農
家
が
主
体
で
、
集
落
内
の
約

25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
水
稲
、
麦
、
大
豆

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の

確
保
が
大
変
で
す
が
、
皆
で
協
力
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
家
が
２
戸
あ

り
、
集
落
の
人
口
よ
り
も
牛
の
数
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
で
は
、
活
動
の
中
で
も
特
に
環
境

美
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
、
集
落

入
り
口
に
あ
る
花
壇
に
花
を
植
え
た
り
、
草

取
り
等
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
数

回
の
県
道
や
町
道
の
草
刈
、
ご
み
拾
い
等
を
積
極
的

に
行
い
、
き
れ
い
な
自
治
会
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
行
事
と
し
て
、
２
月
に
行
わ
れ
る
進
家
の
田

原
神
社
の
お
祭
り
、
５
月
の
若
宮
八
幡
宮
の
神
幸
祭

な
ど
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
神
幸
祭

や
お
盆
は
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
も
帰
省
し
、

多
く
の
人
が
参
加
す
る
盛
大
な
催
し
に
な
り
ま
す
。

　

自
治
会
が
抱
え
る
課
題
は
、
広
域
農
道
開
通
に
伴

う
交
通
事
故
の
発
生
、
ご
み
の
不
法
投
棄
等
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
住
民
同
士
の
交
流
を
大
切
に
し
、

誰
も
が
健
康
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
地
域
は
、
築
上
町
の
西
方
に
位
置
し
て
お
り
、

東
は
椎
田
道
路
に
接
し
、
西
は
城
井
川
に
沿
っ
て
い

る
田
園
豊
か
な
自
治
会
で
す
。

　

赤
幡
自
治
会
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
そ
の
運
営
方
法

に
あ
り
ま
す
。
役
員
に
加
え
て
、
生
活
環
境
部
会
、

産
業
振
興
部
会
、
自
治
公
民
館
部
会
と
い
っ
た
部
会

を
作
り
、
年
間
の
行
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
計
画

し
ま
す
。
計
画
・
実
施
・
報
告
を
三
本
柱
と
し
て
組

織
化
す
る
こ
と
で
意
見
を
ま
と
め
、
行
事
を
実
施
し

や
す
く
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら

始
ま
っ
た
交
通
安
全
指
導
も
そ
う
し
た
活
動
の
１
つ

で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
べ
く
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
事
の
中
で
最
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
の
が
、
５
月

の
神
幸
祭
で
す
。
こ
の
神
幸
祭
は
、
赤
幡
自
治
会
と

赤
幡
第
２
自
治
会
が
合
同
で
行
い
、
神
輿
が
両
自
治

会
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
代
表
す
る
赤

幡
神
楽
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
も
奉
納
さ
れ
、

一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
神
幸
祭

（
神
楽
）
で
す
が
、
現
在
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
後
継
者
を
育
て
、
伝
統

を
守
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
子
ど
も
神
楽
の
設
立
を
目
指
し
、
対
応

策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
に
関
し
て
も
現

在
は
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
離
農
者
の
増
加
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
な
ど
全
て
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
が
進
む
中
、
今
後
は
、
そ
う
し
た
時
代
を
見
据

え
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
かみ

日
ひ

奈
な

古
ご

自治会
　自治会長
　進　　信　孝さん

赤
あか

幡
はた

自治会
　自治会長
　平　塚　泰　信さん

赤幡

上日奈古



人 の 動 き（９月末現在）
　人　口　２０，９１３人
　男　　　１０，００４人
　女　　　１０，９０９人
　転入　　　　　　４６人
　転出　　　　　　５７人
　出生　　　　　　１１人
　死亡　　　　　　２２人
　世帯数　８，９６４世帯

今  月  の  納  税
国民健康保険税　第５期
今月の町税納期限は、　
　12月１日（月）です。

納税は便利な口座振替で
　あなたの預貯金口座から自動的に
納税する口座振替を利用すれば、
納め忘れもなく安心です。
手続き
　金融機関の預貯金通帳とその通帳
に登録してある印鑑を持参のうえ、各
金融機関で申し込みをしてください。
取扱金融機関（本・支店、本・支所）
　・福岡銀行　・西日本シティ銀行
　・福岡ひびき信用金庫
　・九州労働金庫　・ゆうちょ銀行
　・福岡豊築農業協同組合

税金は、納期内に納めましょう。

問い合わせ
　税務課　徴収係（内線 217）

※�

「
今
月
の
納
税
」
と
「
人
の
動
き
」
は
折
り
込
み
と
な
り
ま
し
た
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。


